
商船三井グループの洋上風力発電関連事業への取組

~「商船三井グループ環境ビジョン2.1」実現へ向けて～



1. 商船三井概要
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グループ会社数

473社

従業員数(連結)

8,571名

(2022年3月31日時点)

社名

株式会社 商船三井

設立

1884年

連結売上高

12,693億円

船隊規模(全船種)

797隻



商船三井グループ ネットゼロ・エミッションへのPathway

縦軸：GHG排出量

20502019

海運からの排出量

ネガティブ・エミッション

対策無しケースの排出量

ネット排出量

※SBT海運用ガイダンスに沿った認証を取得する方針

2.(1) 「商船三井グループ 環境ビジョン2.1」

『商船三井グループ 環境ビジョン2.1』の中で中心的な課題として取り組む気候変動対策に関しては、2050年ネットゼロ・エミッションを軸

とする３つの中長期目標を掲げ、その実現へ向けた具体的な道筋を示します。

2035年目標：SCOPE 1に加えSCOPE 3の一部が対象（外航自社運航船）
SCOPE 2関しては別途目標設定予定。

2050年目標：SCOPE 1、2、3の全てが対象（本社＋連結子会社）

中長期目標

1. 2020年代中にネットゼロ・エミッション外航船

の運航を開始します

2. 2035年までに輸送における

GHG排出原単位を約45%削減します（2019年比※）

3. 2050年までにグループ全体での

ネットゼロ・エミッション達成を目指します
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1.クリーン代替燃料の導入

LNG、合成メタン、アンモ

ニア、水素等の船舶燃料

としての利用

"ウインドチャレンジャー"

の実機搭載、その他新技

術の導入

3.効率運航の深度化

運航状況リアルタイム・

モニタリングで燃料消費

量削減

2.(2)「商船三井グループ環境ビジョン2.1」実現に向けた5つの戦略

自社からのGHG排出削減

洋上風力発電事業や、アンモニア・水素な

ど次世代燃料領域における事業開発

社会のGHG排出削減への貢献

5.グループ総力を挙げた低・脱炭素事業拡大

4.ネットゼロを可能にするビジネスモデル構築

国際ルール作りへの積極関与、排出量公正開示、ICPの導入など

全てのステークホルダーに新たな価値を届け、選ばれる企業へ

5つの戦略

中長期目標達成に向けて、５つの戦略で臨みます。

5つの戦略を通じて、各業界のリーダーと共に、自社および社会の温室効果ガス排出削減に努めます。

4© 2022 Mitsui O.S.K. Lines, Ltd. 

2.さらなる省エネ技術の導入



3. 商船三井グループが洋上風力関連事業に取り組む意義
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⚫ 背景

・大量の化石燃料を「運び」、燃料として「使って」きた海運業。

・必要とされるエネルギーが、化石燃料から再生エネルギーへ急速に転換していく中で、当社が持続的な
成長を遂げるために、既存事業とシナジーのある新たな事業領域の確立が急務。

⚫ 洋上風力発電関連事業に取り組む理由

1. 130年以上に亘り海上での仕事を生業にしてきた当社グループの知見との親和性

海上輸送事業や海洋事業の知見やリソースを活かすことが可能

2. 事業ポートフォリオ改革の必要性

脱炭素事業への経営資源の再配分に寄与し、持続可能な当社事業の新しいビジネスモデルを創出

3.  洋上サプライチェーン・周辺事業サービスの高度化、高品質化

洋上風力産業のスタンダードやニーズを先取りし、当社グループが提供する周辺サービスの高品質
化を図る

4. 脱炭素・低炭素事業プレイヤーとのネットワーク深化による海運事業の脱炭素化

グリーンアンモニア、水素等の次世代燃料領域のビジネスへの取り組みを拡大し、脱炭素化に寄与



4. 商船三井グループが取り組む洋上風力関連事業~川上から川下まで~
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5. 商船三井グループが強みを活かす領域～「浮体式」でのリーディングカンパニーを目指して～
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当社の海洋事業、海洋構造物運用(FSRU/FPSO)の知見・経験を活かせる分野として、

とりわけ「浮体」のサプライチェーン（曳航、設置・係留、O&M）に貢献し、

「浮体式」でのリーディングカンパニーになることを目指す。

１．商船/浮体構造物の設計、建造品質の確保・向上

✓自社船隊（800隻超）整備においてコンスタントに年間数十隻の新造船建造に携わっており、世界各地の

造船所での品質保証・向上の実績。

✓船主・ユーザ目線での造船所との交渉力。O&M、ランニングコスト、使いやすさの追求。

２．浮体式構造物（FSRU/FPSO/FSU）での知見・経験

✓長期間（例：20年間）無入渠 「オペレーションを止めない」 前提での建造～保有～運用～メンテま

で一貫したサービスの提供、信頼の実績。

✓日本で唯一のFSRU保有/運用実績。設計、プロマネもカバー。



5.(1) 浮体式構造物 (FSRU/FPSO/FSU)での知見・経験
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商船三井のこれまでの取組み – FSRU/FPSO/FSUとは？



5.(2) 浮体式洋上風力発電でのお役立ち
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FSRU・FPSOにおけるO&Mでの知見の活用

無入渠での連続操業が求められる浮体の建造・O&Mにおいて
MOLのもつFSRU・FPSOオペレーションの知見を活かすことができる。
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お問い合わせ窓口
株式会社商船三井
電力・風力エネルギー事業群第二ユニット
E-mail： windpower@molgroup.com

mailto:tomoki.chikano@molgroup.com

